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Summary
It is important for student who aims at a teacher in charge of health education to study
practice science of nursing 2. They are studied skill required as a teacher in charge of
health education at science of nursing 2. For the purpose of substantial practical skill, the
training plan was made newly and two new trials of substantial practical skill practice
time and implementation of the mini lecture before training were performed this year.
Evaluation score of training of cardiopulmonary resuscitation (CPR) and automated
external defibrillator (AED) was the highest at the self-assessment of students by their
students of training. On the other hand, evaluation score of the fundamental statistics
method using Excel was the lowest.
For acquisition of practical skill and an exercise, it has fundamental knowledge about its
practical skill and exercise, and it is thought that it is indispensable for the student to be






















































































































































































































諭・福祉コースに所属し、平成 23 年度後期の看護学実習Ⅱを履修した女子学生 19 名であった。
被験者には、本研究の意義、目的、方法などを口頭および文書にて説明を行い、同意を得た。
また、対象にした看護学実習Ⅱは、健康診断の実際、救急法、保健室業務の実際および外傷の






























達成度（１わからない ２少しわからない ３わかった ４よくわかった）
1 1 2 3 4
2 1 2 3 4
3 1 2 3 4
4 1 2 3 4
















1 健康診断の実施計画についてわかる 17 3.35 0.49





4 健康診断の準備物がわかる 17 3.18 0.73
5 尿検査・肺活量・握力の測定ができる 17 3.41 0.51










3 聴力検査の測定意義を理解し、測定することができる 18 3.22 0.73
4 視力・色覚検査の測定意義を理解し、測定することができる 18 3.28 0.67





総 合 18 3.19 0.14
第３回
1 体格測定における基本統計量の算出方法についてわかる 17 2.47 0.80
3 体格測定における相関係数と相関図の作成ができる 17 2.41 0.94
4 各測定項目における有所見率の算出方法がわかる 17 2.35 1.00
総 合 17 2.41 0.06
第４回
1 傷病者発見から意識の確認までの動作ができる 17 3.71 0.47
2 人工呼吸ができる 17 3.41 0.71
3 胸骨圧迫ができる 17 3.71 0.47
4 AED の使用ができる 16 3.63 0.50
総 合 17 3.61 0.14
第５回
1 保健だよりの役割がわかる 15 3.47 0.52
2 保健だよりの作成手順がわかる 15 3.17 0.70
3 担当する月にあった保健だよりの内容を考えることができる 15 3.23 0.62












1 保健室での記録・報告の重要性が理解できる 16 3.44 0.51
2 保健室来室記録紙が工夫して作成できる 16 3.31 0.70
3 体調不良者の対応処置ができる 16 3.06 0.68
4 切傷、擦過傷の対処方法を理解し、実際にできる 16 3.13 0.50
5 鼻出血の対処方法を理解し、実際にできる 16 3.25 0.58
6 熱傷の対処方法を理解し、実際にできる 16 3.19 0.54
総 合 16 3.23 0.14
第７回
1 頭部外傷の対応処置ができる 13 3.15 0.55
2 鎖骨骨折の対応処置ができる 13 3.23 0.73
3 肩関節脱臼の対応処置ができる 13 3.23 0.60
4 熱中症の対応処置ができる 13 3.31 0.63
総 合 13 3.23 0.06
第９回
1 突き指の対応・処置について理解できる 17 3.4 0.49
2 足関節捻挫の対応・処置について理解できる 17 3.3 0.47
3 筋挫傷（肉離れ）の対応・処置について理解できる 17 3.3 0.47
4 膝前十字靭帯の対応・処置について理解できる 17 3.2 0.53
5 RICE 処置ができる 17 3.3 0.47



























































14 件、生活習慣に関するもの 6 件、保健関連行事に関するもの 3 件、月行事予定に関するもの
4 件、からだに関するもの 3 件、季節行事に関するもの 2 件、こころの健康に関するもの 2 件、









９月 始業式 体格測定 秋季大運動会 救急の日
１０月 工場見学学習（１～４年生） 眼の愛護デー
１１月 修学旅行（６年生） 学習発表会
１２月 終業式 冬休み インフルエンザ予防接種 クリスマス
１月 始業式 体格測定 マラソン大会 お正月
２月 スキー教室（５・６年生） 風邪、インフルエンザ流行時期
３月 ６年生を送る会 卒業式 終業式 耳の日 ひな祭り
表５．保健だよりのテーマ・内容
テーマ 内容 件数 テーマ 内容 件数
学校行事 健康診断 5 件 保健行事 救急の日 1 件
長期休暇の過ごし方 5 件 眼の愛護デー 1 件
宿泊関連行事 4 件 耳の日 1 件
運動会 1 件 からだ 眼について 1 件
マラソン大会 1 件 涙のやくめ 1 件
疾病 インフルエンザ・風邪 11 件 その他 1 件
熱中症 2 件 こころの健康 五月病 1 件
その他疾病 1 件 こころの健康 1 件
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生活習慣 喫煙防止 1 件 応急手当 怪我の処置 1 件
テレビ視聴 1 件 お知らせ 保健室の使用方法 2 件
外出時の注意 1 件 保健室からの連絡 10 件
栄養 3 件 保護者への連絡 4 件
季節の話題 春の七草 1 件 行事予定 月別行事予定 4 件



























































































評値の得点が高かったのは、第４回の心配蘇生法および AED の使用であった。2004 年 7 月に
AED の一般人使用が認められ、AED が学校、公共施設および商業施設などに多く設置される
ようになった。アメリカ心臓協会（American Heart Association, 以下、AHA と記す）のガイ
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